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第22巻 第3号 九 州 大 学 農 学 部 学 芸 雑 誌 昭 和41年8月

疏 菜 栽 培 地 帯 の ニ ン ジ ン の 花 畑 に

集 ま る 寄 生 蜂 類*

広 瀬 義 躬

Parasitic Hymenoptera visiting the flowers of 

   carrot planted in the truck crop field 

           Yoshimi Hirose

は じ め に

各種の顕花植物,特 にセ リ科(Umbelliferae)の 花

に寄生蜂の成虫が多 く集まることは これ まで しば しば

観察 され ている.ヒ メバ チ科 などの寄生蜂には羽化時

に卵巣が全 く未成熟な種 があり,羽 化後 に花を訪ずれ

て吸蜜す ることが卵巣成熱 のために必須であ るといわ

れてい る(た とえばMaTSeesa,1959a).ま た,花 蜜

その ものだけでな く,花 蜜 とともに摂取 され る花粉は

寄生蜂雌の産卵能力を高 め,寿 命を延長 させ る効果を

持つている(Leius,1963).さ らに吸蜜によつて,雌

だ けでな く,雄の寿命 も著 し く延長 され る(MaTBeeBa,

1959b).こ のよ うな事実は野外 の寄生蜂の活動域内に

=適当な顕花植物があ る場合 には,そ れは食餌源 として

寄生蜂の個体群 の増殖あ るいは維持に大 きな役割を果

してい ることを暗示 させ る(Gyorfi,1951).特 に作

物畑の近 くに花畑があ る場 合,寄 生蜂類の活動が著 し

い ことが認 め られてお り(vanEmden,1962),ソ 連

で はキヤベツ畑 の一隅にセ リ科の花畑を付 置して,ヨ

トウガ幼虫 の寄生蜂の寄生率を大幅に高 める試みまで

行なわれてい る(KonBH朋eM,1960).

さて,福 岡市近郊の疏菜栽培地帯では,毎 年6月 上

旬か ら7月 上旬 にかけて小 さなニ ンジンの花畑があち

こちにみ られ る.こ れ らの花畑は採種用 と して小規模

に作物畑 の一隅 につ くられてい るものであるが(第1

図),こ のような 花畑 が実際 にどんな 種類の寄生蜂を

第1図.疏 菜 栽 培 地 帯(福 岡 市 箱 崎)に み られ る 典型 的 な ニ ン ジ ン の花 畑(第1表 中 の花 畑F).

* Contribution Ser . 2, No. 240, Entomological Laboratory, Kyushu University.



どの程度集めてお り,周 囲の作物畑の害虫 の防除にど

れ ほど役立つているかを知ることは,さ きに述べたよ

うな理 由か らきわめて興味深 いことと思 われ た.そ こ

で,ま ず予備 的な調査 として,ど んな種類 の寄生蜂が

多 く集 まつているのか,す なわち寄生蜂相の概略を調

べてみた.し たがつて系統的,組 織的でな く,き わめ

て断片 的な調査であるが,い くらか の知見 を得 ること

はで きたと思 うので ここに報告する.

この報告 をまとめ るに当つて,日 頃御指導いただい

てい る九州大学安松京三教授,平 嶋義宏助教授 に厚 く

御礼 申し上 げる.寄 生蜂類 の同定は下記 のような各グ

ルー プの専門の方 々に御願 い した.ヒ メバ チ科一兵庫

農科大学桃井節也博士,コ マユバチ科一北海道大学渡

辺千尚教授,タ マバチ上科,ア リガタバ チ科一九州大

学安松京三教授,ア シブ トコバチ科,オ ナガアシブ ト

コバチ科一農業技術研究所土生艇 申博士,カ タビロコ

バチ科,コ ガネコバチ科,ヒ メコバチ科,ホ ソハ ネコ

バチ科一北海道林業試験場上 条一昭 博士,ト ビコバ チ

科一愛媛大学 立 川哲三郎 博士.煩 わ しい 同定 を 快 く

引受 けていただき,寄 主などにつ いて も詳 しい御教示

をいただいた これ らの方 々に心か ら感謝す る次第 であ

る.な お,ソ 連の文献 について多大 の便宜を計つてい

ただいた山 口県農業試験場大島柑橘分場加藤勉氏にも

深謝 したい.

第1表.ニ ン ジン の花 畑 に 集 ま る寄 生 蜂 類 の 採 集記 録.

*花 畑 の全 面 積 に 対 す る 開花 中 の 部 分 の面 積 の 割 合で 示 す .

t前 年 のD(E)と 同 じ位 置 に あ る 畑で あ るが,面 積 や 植 栽 本 数が 前 年 と相 違 す るの で 区別 して 示 す.



調 査 の 方 法

調 査した花畑 は1961年福間 地区で1っ,1961年 と

1962年 に箱崎地区で8つ(前 年 と同一 カ所 にあつた2

つを含む),計9つ で,こ れ らの花畑で 合 計35回 の採

集を行なつ た.そ れぞれの花畑 の特徴について は第1

表に一括 記載 した.各 回の採集で は,… 定時間花畑を

見廻 りなが ら,吸 虫管で花 に飛来 してい る寄生蜂(ヒ

メバチ上科,タ マバチ上科,コ バ チ上科,クpコ バチ

上科,ア リガタバ チ上科の5つ0)上 科の蜂を対 象とし

たうを全部採集 した,い ろいろな事情 でそれ ぞれの花

畑を通 じて系統 的,組 織的な採集 を行な うことがで き

ず,採 集月 日,採 集の間隔や回数,採 集の時刻,採 集

中の時間 などは第1表 に示すよ うに,各 花畑 ごとにま

ちまちであ る.

調 査 の 結 果 と 考 察

各花畑で得 られ た寄生蜂の種類数 と個体数は第1表

に示 した.各 花畑 ごとに面積 や開花 の程度が異 なり,

また採集時刻や採集時間,採 集時の天候な ども互いに

著 し く相違するので,お しなべて比較す ることはで き

ないが,ど の花畑で も寄生蜂が全然訪ずれない場 合は

な く,花 畑によつて はい ろいろな種類の寄生蜂が多数

集 まつてい る場 合が あることがわかる.特 に福間地 区

の花畑Aは 常 時,種 類数,個 体数 と もに豊富に寄生蜂

を集めていた.こ れ は1つ には この花畑の周囲の植生

が変化 に富んでお り,し たがつて寄主 とな る昆虫も多

かつ たためであると思われ る.

1nの うちに時刻を変えて2同 採集 した箱崎地 区の

花畑E'で6月!7i-1と6月18Liの 場 合,2回 目の時刻

の方で寄生蜂の数 も増加 してい る.し たがつて,1FI

の うちで花畑 を訪ずれ る寄生蜂の個体蜂 は次か ら次へ

と入れ代つてい ることが想像 され,短 時間の採集 では

少数の寄生蜂 しか得 られ ない花畑で も,一 目の間に 訪

ずれ た寄生蜂の総個体 数 はかな りの数 にのぼ るものと

思 われ る.

各 花畑で 採集 された 寄生蜂を 合わせ ると62種520

頭 にのぼ る.これを科別 に整理 してみたのが第2表 で,

13の 科 の蜂が記録 され たことにな る.

第2表 でみ ると,ヒ メバチ上 科の ヒメバチ科,コ マ

ユバチ科 は特に種類数,個 体 数ともに多 く,こ れ らに

コバチ上科のア シブ トコバ チ科,コ ガネコバチ科が次

いでいる,ヒ メバチ科,コ マユバチ科 の蜂がセ リ科の

花に多 く集 まることはすでにGyorfi(1951)も 述 べて

お り,こ れ らの科の蜂にとつて セ リ科の花 の持つ意義

第2表.科 別 にみ た ニ ン ジ ンの 花 畑 に集 まる

寄 生 蜂 類.1961年福間,1961年 ～1962年 箱

崎 の 採 集結 果 を一 ま とめ に して 示 す.

は非常 に重要な ものであ ることが うかがわれ る.上 紀

の4科 の蜂がニンジンの花に多 く集 まるのは,こ れ ら

の科が寿命が長 く,卵 巣の成熟 に長い期間 を要す る,

いわゆるsynovigenicな 種 を多 く含む(rlanders,

1950)た めであ ることは明 らかである.

CTBpbl(1962)は アブラバチ科の蜂が多 くの顕花植

物 に集 まることを報告 し,ニ ンジンについても6種 の

アプ ラバチが訪花す ることを記録 してい るが,こ の調

査ではわずか1種1頭 だけであつたのは意外である.

興 味あることは クロコバチ上 科の蜂 の訪花が全 く見

られなかつ たことである.こ の上 科は多 くの科と種類

を含んでい るに もかかわ らず,筆 者 はこれ までに この

上科の蜂が ニンジンはもちろん,ニ ンジン以外の花 に

も訪ずれ た記録を知 らない.こ の上科 の蜂は花蜜以外

の ものを食餌 としていることが想像 され る.

タマバ チ上科,ア リガタバチ上科 の蜂 も花を訪ずれ

ることが確かめ られた点,注 目してよいと思 う.

さて,こ の調査で得 られた計62種 の 蜂の リス トを

以下に示す.こ の リス トでは,採 集デ ータは第1表 に示

した記号で整理 し,さ らに現在まで に判明 しているそ

の種の寄主(日本産 のみに限定)も 付記 した.寄 主の

記録は特 記 したものを除き,す べて安松 ・渡辺(1964)

によつた.

Ichneumonidaeヒ メバチ科

1.Dtadegmasp.

1♀-Al

2.DiplazonlaetatoriusFabriciusア カハ ラヒラタ

アブヤ ドリバチ



100♀-D'ユ(21♀),D'2(9♀),D/3(5♀),D'4(4

♀),D/5(2♀),E'1(28♀),E'2a(1♀),E'2b(11♀),

E'3b(16♀),E'4(1♀),G1(1♀),G2(1♀).

寄 主*: Epistrophe balteata, Ischiodon scutella-

ris, Lasiopticus topiarius, Metasyrphus corollae, 
M. frequens, M. nitens, Syrphus ribessi, S.  ser-
arius, S. vitripennis.

3. Exolytus laevigatus Gravenhorst

ア カ ビ メバ チ

1♀1♂-A2(1♀),A3(1♂).

寄主:

オナ シ ハ ラ

 Calliphora vomitoria, Sarcophaga crassi-

  palpis, S. melanura, S. peregrina. 
4. Hemitelini sp. A

1♀-A2

5. Hemitelini sp. B

1♀-D'2

6. Itoplectis alternans spectabilis Matsumura

ケ ムシ フシ オ ナ ガ ヒメバ チ

1♂-D1

寄主:

マ ツ

Adoxophyes orana, Cionus helleri, Den-

drolimus  spectabilis, Epinotia diniana, Grapho-

litha molesta.

7. Itoplectis narangae Ashmead ア オ ム シ ヒ ラタ ヒ

メ バ チ

10♀1♂ 一一A2(1♂),D'3(1.9),D「s(1♀),Dノ?(1♀),

F1(1♀),F4(3♀),G2(2♀),G3(1♀).

寄主: Adoxophyes orana, Chilo suppressalis,

Cnaphalocrocis medinalis, Naranga aenescens, 
Oulema oryzae, Sesamia inferens.

8. Neotypus lapidator Fabricius ムラサキアゲハ ヒ

メバ チ(ク ロシ ジ ミセ ア カ ヒメバ チ)

3♀-A3(1♀),As(2♀),

寄主: Papilla bianor dehaanii, P. maackii sata-

  kel, P. machaon, P. xuthus. 
8(a). Neotypus lapidator coreensis Uchida ムラサ

キ ア ゲハ ヒメバ チ(ク ロシ ジ ミセ ア カ ヒメバ チ)

2♂-A1(1♂),A3(1♂),

寄主: Nephanda fusca  shijimia.

9. Pimpla nipponica Uchida ジヒキアシフシオナガ

ヒメバ チ

2♀4♂-A1(2♀),D/4(1♂),D,5(2♂),D/7(1♂).

寄 主: Aporia crataegi adherbal,  Dioryctria

splendidella, Naranga aenescens, Pieris rapae 

crucivora.

10. Pimpla parnarae Viereck イ チモ ンジ ヒ ラタ ヒメ

バ チ

4♀1♂-Dt2(1♂),D/5(3♀),D'6(1♀).

寄主: Clania variegata,1 Dendrolimus specta-

   bilis, Homona coffearia, Parnara guttata. 

11. Trvchosis sA.
1♀8♂-A1(1♂),A2(3♂),A3(3♂),A4(1♂),

D/8(1♀).

桃 井博 士(私 信)

Watanabe(1966a)

広 瀬 ・加 藤(1964)

Braconidae コマユバチ科

12. Apanteles  fernoratus Ashmead
コマ ユバ チ

1♂-D/7

寄主: Euproctis  similis.

13. Apanteles glomeratus Linne

ッマ キサ ム ライ

ア オ ム シサ ム ライ コ

マ ユ バ チ

11♀2♂-A3(2♀),C2(1♂),E'1(!♀),E/7(1♀),

F4(1♀),F5(3♀1♂),G2(1♀),G3(2♀).

Aporia crataegi adherbal, Euproctis  simi-

   u s, Pieris rapae crucivora. 

14. Apanteles liparidis Bouche

マ ユ バ チ

1♂-Dl

寄主:

ブ ラン コサ ム ラ イ コ

Dasychira pseudabietis, Dendrolimus spec-

tabilis, Lymantria dispar, Malacosoma neustria 

testacea.

15. Apanteles ruficrus  I-Ialiday

イ コマ ユ バ チ

3♀-E/5(2♀),F5(1♀).

寄.主: Naranga aenescens.

16. Apanteles sp. A

イ ネア オ ム シサ ム ラ

3♀1♂-A3(1♂),D!4(1♀),G2(1♀),G3(1♀).
.

17. Apanteles sp. B

3♀-A4(1♀),D1(1♀),D/4(1♀).

18. Apanteles sp. C

1♀-E/2

19.  Apanteles sp. D

ユ♀-A2

20. Apanteles sp. E

1♀-Dts

21. Bracon  chinensis Szepligeti

1♀1♂-A3(ユ,♀),A4(1.♂).

寄 主*: Chilo suppressalis, Sesamia inferens.
22. Bracon onukii Watanabe ズ イム シキ イ ロ コマ ユ

バ チ

17♀9♂ ・-A4(1♀),Dl(2♀),D2(1♀),D3(4♀2

♂),D'3(1♂),Df4(1♀2♂),D/5(3♀1♂),D'6(2

♀),D!7(1♀1♂),D■s(2♂),E/1(1♂),E/3(1♂).

寄主: Chilo suppressalis, Naranga  aenescens,t

   Sesamia inferens. 
23. Bracon sp. A

55♀77♂ 一一A1(25♀9♂),A2(4♀4♂),A8(5♀8

♂),A4(7♀10♂),-A5(5♀13♂),B1(1♂),D1(1

♀1♂),D2(2♂),D3(1♀3♂),Df2(2♂),Dts(2♀

3♂),D/6(3♂),D!7(1♀1♂),D/8(2♂),E1(3♂),

E/1(4♂),Et2(1♂),E'3(1♂),E/4(1♂),E'6(1♀),

Et7(2f}i-),F3(2♀1♂),F5(1♀),G2(1♂),G3(1

♂).

 22. Brawn sp. B

11♀12♂ 一・-Al(3♀8♂),A2(1♂),A3(1♂),A4(3

♀2♂),A5(1♀),D3(1♀),D/5(2♀),D'8(1♀).

25.  Coeloides sp.

Watanabe (1966a) 
Watanabe (1966b)



1♀2♂-A2(1♀),D3(1♂),D/4(1♂).

26. Meteorus sp.

2♀3♂-A2(1♂),D2(1♀),F,1(1♂),F5(1♀),

G3(1♂).

27. Philomacrophoea pleuralis Ashmead

2♀-A4(!♀),Dl(1♀).

寄主: Asphondylia sp., Etiella  zinckenella.

28. Triaspis sp.

1♀-D3

 Aphidiidae

29. Aphidius sp.

1♂-A4

Cynipidae

30. Kleidotoma sp. A

アブラバチ科

タマバ チ科

21♀-A'(!♀),A3(8♀),A5(2♀),B1(2♀),D3

(2♀),D/1(1♀),D/8(1♀),E,1(1♀),F4(2♀),Fs

(1♀).

31. Kleidotoma sp. B

1♀1♂-A4(1♀),D1(!♂).

32.  Kleidotoma sp. C

i♀-A1

Figitidae ヤ ドリタマバチ科

33. Aspicera japonica Yasumatsu
1♂-A3

寄主* Epistrophe balteata.

34. Figitis sp.

5♀3♂-A1(1♀),A3(1♀),As(1♀),D1(2♂),

D3(1♂),D'5(1♀),E/4(1♀).

Podagrionidae オナガアシブ トコバチ科

35. Podagrion nipponicum Habu

バ チ

1♀-A4

寄 主 †:

オ ナ ガア シブ トコ

Paratenodera  anRustipennis, P. aridifolia.

Chalcididae アシブ トコバチ科

36. Brachymeria fonscolombei Dufour
"

ア カア シフ

トコバ チ

4♀-As(1♀),D'5(1♀),Fs(1♀),G2(1♀).

寄主: Aldrichina grahami, Barathra brassicae,

   Sarcophaga peregrina. 

37. Brachymeria minuta Linne ハ エ ヤ ドリア シ ブ ト

コ バ チ

32♀25♂-A1(2♀),A2(4♀1♂),A3(4♀3♂),

A4(4♀1♂),A5(1♀),D1(1♀2♂),Dtl(4♂),D'4

(3♀5♂),D/5(3♀6♂),D/6(1♀2♂),D'7(1♀),E'4

(2♀),E,5(1♀1♂),F2(1♀),F4(1♀),G2(2♀),

G3(1♀).

寄 主 †: Calliphoridae spp., Sarcophaga harpax.

38. Brachymeria obscurata Walker キ ア シブ トコバ

チ

4♀3♂-Al(1♀),A2(1♀),A3(1♀),A4(1♀),

A5(1♂),D1(1♂),D/8(1♂).

Yasumatsu (1963) 
Habu (1962)

寄主: Adoxophyes orana, Archips xylosteanus,

Barathra brassicae, Clania minuscula, C.  vari-
egata, Dasychira argentata, Dendrolimus spec-
tabilis, .Euproctis pseudoconspersa, E. similis, 
Glyphodes pyloalis, Hornona coffearia, Hyphan-
tria cunea, Lymantria dispar, Malacosoma neu-
stria testacea, Oraesia excavata, Ostrinia nubi-
lalis, Parnara guttata, Philudoria albomaculata, 
Pieris rapae crucivora, Plusia festata, P. nigri-
signa, Syllepte derogata

22種 の 種 名 は?↑略).

(以上主要害虫のみ,他

39.  Dirhinus hesperidum Rossi

1♀D'5

寄k: Musca domestica.

40. Dirhinus  trichopthalus Masi
バ チ

1♀-D/1

 Eurytornidae

41. Eurytoma sp. A

1♀-A1

42. Eurytoma sp. B

ユ♀-A4

43.  Eurytoma sp. C

1♀-D2

44. Systole sp.

オ ニア シブ トコバ チ

コ オニ ア シ ブ トコ

カタピロコバチ科

3♀-E'1(1♀),E'5(1♀),G3(1♀).

Pteromalidae

45. Eupteromalus sp.

コガネ コバチ科

2♀-F5(1♀),G3(1♀).

46.  Habrocytus sp.

10♀3♂-A1(3♀),A2(2♀),A3(1♀),A4(1♂),

A5(2♀),D2(1♂),D3(2♀),D/1(1♂).

47. Halticoptera sp.

1♂-A4

48. Lamprotatinae sp. A

4♀-D'7

49. Lamprotatinae sp. B

2♂-B1(1♂),G2(1♂).

50. Pachyneuron sp. A

1♂-D/3

51. Pachyneuron sp. B

1♂-F5

52. Pteromalus sp.

1♀-E11

53. Spalangia endius Walker

3♀3♂-A4(1♀1♂),B2(1♀),D!5(1♂),D'6(1

♂),G1(1♀).

54. Spalangia nigra Latreille

1♀-A3

寄 宅: Stomorhina discolor.

55. Spalangia nigroaenea Curtis

1♂-A3

Encyrtidae

56. Mirini sp.

1♂-D3

トビコバチ科



Ealophidaeヒ メ コ バ チ 科

57.Diglyphussp.

2♀m/7(1♀),D'8(1♀).

58.Euderinaesp.

2♀-D,5(1♀),D'r(!♀).

59.Tetrastichussp.A

2♀-D1(1♀),D'1(1♀).

60.Tetrastichussp,B

1♀-E,2a

Elasmidaeホ ソ ナ ガ コ バ チ 科

61.Elasmussp.

2♀-A2(1♀),F5(1♀).

Bethylidaeア リ ガ タ バ チ 科

62.GoniozusjaponicusAshmeadハ マ キ ア リガ タ

バ チ

4♀-A2(1♀),A3(1♀),A5(1♀),D'7(1♀).

寄 主:Capua,flavillaceana,Glyphodespyloalds.

上記 の リス トで寄主 の項をみていえることは,ニ ン

ジ ンの花畑 に集まつている寄生蜂には著名な害虫の寄

生蜂が多 いとい うことで,次 にその主 な例を挙げ る.

ヒメバ チ科では コカクモンハマキや イネクビホ ソハ

ムシの幼虫 と蠕に寄生 するアオ ムシ ヒラタ ヒメバチが

あ ちこちの花畑で採集 されてい るし,フ タオビコヤガ

やモンシロチ ョウの蠕寄生蜂であ るジ ヒキア シフシオ

ナガヒメバ チ,オ オ ミノガやマ ツカ レハ の蠕寄生蜂で

あ るイチモンジヒラタヒメバ チも得 られ てい る.

コマユバ チ科ではモンシロチ ョウの幼虫寄生蜂 とし

て著名なアオムシサ ムライコマユバチが多 くの花畑で

採集 されてお り,付 近にグイコン畑やキヤベツ畑のあ

ることか らこれ は当然の ことで あろう.ま た,疏 菜畑

にま じつて水田もあるせいか,ニ カメイチ ュウの幼虫

寄生蜂であ るズイムシキ イロコマユバチがあちこちの

花畑 に多数飛来 していた ことは注 目すべ きであろう.

コマユバチ科 で飛来の多かつ たflpanteles,Braconの

両属 の種には種名 が未決定で,し たがつて寄主 も不明

なものが多いが,い ずれ も付近 の作物,樹 木 の害虫の

天敵であ ることは間違いないと思われ る.

アシブ トコバチ科では衛生害虫 のニクバエ類,ク ロ

バ エ類 の蠕に寄生す るハ エヤ ドリアシブ トコバチとア

カアシブ トコバチ,コ カクモンハ マキ,モ ンシロチ ョ

ウなど種 々の鱗翅 目害虫の蛸寄生蜂 としてよ く知 られ

ているキア シブ トコバチが注 目され る.特 にハエヤ ド

リアシブ トコバチは多 くの花畑 で非常 に多 くの個体が

得 られている.

その他 の科では種名 まで同定できぬ種が多 く,し た

がつて寄主を確認できぬものが多いが,注 目すべき種

として は,ハ エ 類の蠕寄生蜂で あるコガネ コバ チ科

Spalangia属 の各種,ア リガタバ チ科でハ イイロウス

モンハマキや クワノメイガの幼虫寄生蜂であ るハマキ

ア リガタバチなどが挙 げられ る.

このようにみてい くと,害 虫の天敵 として有用な寄

生 蜂の種が多数ニ ンジンの花畑に集まつ てい ることが

明 らかであ るが,1に は少数の例外 もある.例 えば ヒ

メバチ科で最 も多 くの個体 が得 られたアカハ ラヒラタ

アブヤ ドリバチはアブラムシの天 敵 として有名な ヒラ

タアブ類 の寄生蜂であ り,コ ガネコバ チ科 の種の巾に

は害虫の2次 寄生蜂 とみ られ る種 も入つて い る よ う

で,こ れ らの種は有用な寄生蜂 とはいえないわけであ

る.ま た,上 条 博士 の御 教示 によれば,カ タビロコバ

チ科のSystolesp.は セ リ科の種 子に寄生す る種であ

り,ヨーロッパ で もニンジンの花によ く集 まる由で,

害虫の天敵 ではない.

以上 のように少数 の例外 はあつて も,疏 菜栽培地帯

の中に点 在 してい るニ ンジンの花畑がその周 囲の畑や

水田の多 くの害虫の天敵である有用な寄生 蜂 の種を集

めてい ることは明白 であ る.こ のよ うなニンジンの花

畑の存在 が寄生蜂の個体 群の増殖 あるいは維 持にどの

程度の役割を果すか,そ して この過程を通 じて,周 囲

の畑や水旧の害虫個体 群の防除 に寄生蜂の働 きが どの

程度及ぶ ものか などの点について は全 く今後 に残 され

た問題であ る.今 後は特定 の作物害虫 とその寄生虫筆を

選び,こ のよ うなニンジンの花畑 の効果を調べてい く

ことが必要であろう.

なお最後に,こ れ までの寄生蜂 の訪花について の報

告は訪花 した蜂 の雌雄の割合 についてはほとんど注

意 されていないよ うであ るか ら,こ の際ニ ンジンの花

畑 に集 まる寄生蜂類の性比につ いて簡単に述べ る,さ

きの リス トで みると,雌 の 訪花の割 合が高 い種 が多

い.こ れは雌成虫 が卵巣成熟のために花蜜 ・花粉の摂

取が必 要であ ることか らして当然であるし,ま た一般

に寄生蜂個体群 では雌の比率が高 い ことにもよ るので

あろう.し か しリス ト中には,雄 の訪花の割 合が高 い

種 も認 められる.も ちろん この中には雌 との交尾 の目

的で集 まつて くる雄 も含まれていようが,や は り大部

分 は摂食 のために訪花す るもの と考 えたい.個 々の種

の特性 とも関係するので一概に論 じられ ないが,雄 の

訪花率 もかな り高 い ことは,Leius(1960)が実験的 に

各種 の花で示 したよ うに,ニ ンジ ンの花 において も寄

生蜂の雌 雄の誘引力には著 しい差がないことが推 察で

きる.



要 約

福岡市近郊の疏菜 栽培地帯で,採 種用 に栽培 された

小 さなニンジンの花畑 に集 まる寄生蜂相 を調べた.9

つの花畑 で1961～1962年 の2年 間に35回 の採集を行

なつた結果,計13科62種520頭 の寄生蜂 を採集 した.

この うち,ヒ メバチ科,コ マユバチ科の寄生蜂が種類

数,個 体数 ともに多 く,こ れにア シブ トコバチ科,コ

ガネ コバ チ科の蜂が次いでいた.こ れ らの寄生蜂の中

にはモンシロチ ョウの幼虫寄生蜂であ るアオムシサ ム

ライコマユバ チ,ニ カメイチュウの幼虫寄生蜂であ る

ズイムシキイロコマユバチなど著名な害虫の天敵が多

く,r:Dn6菜栽培地帯の 中に点 在す る小 さなニンジンの花

畑が周囲の畑や水円の筈虫の有 力な寄生 蜂を集 め,そ

れ らの食餌源 としての重要な役割を果 していることが

示唆 され た.
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                                    Summary 

   Preliminary faunal surveys on the parasitic Hymenoptera visiting the flowers of carrot plant-

ed for seed production in the truck crop field were made in the suburbs of Fukuoka. Of 62 

species in 13 families collected, ichneumonids and braconids were the most abundant groups, and 

chalcidids and pteromalids were also numerous. Most of these parasitic Hymenoptera were im-

portant natural enemies of truck crop pests, e. g., Apanteles glomeratus parasitic on the larva of the 
common white,  Pieris rapae crucivora and Bracon onukil usually parasitic on the larva of the rice 

stem borer, Chilo suppressalis. It is suggested that the patches of carrot flowers scattered in the 

truck crop field play an important role as the source of food for the adults of some hymenopter-

ous parasites of various crop pests.


